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　気がつけばいつの間にか美�術作家になっていた。とは�

いえ一般的な作家の印象であ�る様に絵を描いたり彫刻を�

彫ったり�し�ているだけではない。自�家用電車を製作�し�て�

レ�ールを敷設�し�ながら美術館内を走ったり�、人工的に稲�

妻を作ったり、宇宙人のよう�ないでたちの放射能防護服�

を作って原子力発電所事故跡�地のゴース�ト�タウン「チェ�

ルノブイリ」に訪れる。はた�また巨大ロボッ�ト�や�ド�ラゴ�

ン船を製作�し�て街なかで火を噴かせたり…�。　�「ものづく�

り大好き」の子どものような�衝動がそのまま巨大化�し�た�

ような作品とパフォーマンス�。同時にその裏には反戦や�

反核のメッセージを潜ませる�「現代美術作家」が私であ�

る。�

　思えば幼少の頃、�「大人になったら何に�なりたい？」�と�

聞かれれば必ず�「博士�（ハカセ）�になりたい。�」�と答えてい�

た。それは実在する科学者や�研究者を具体的にイメージ�

し�ていたのではない。失笑さ�れるかも�し�れないが、その�

時本気で思い描いていたの�は当時漫画やアニメに登場�し�、�

ヒーローを裏から支える「�発明ハカセ」の事であった。�

彼らは宇宙人の侵略や大災�害など地球の危機がおとずれ�

ると必ずそれを解決する秘�密兵器を即座に製作�し�、いと�

も簡単に世界に平和を取り�戻�し�ていた。魔法のように不�

可能を可能にする、科学と�製作技術をもって何でも生み�

出せて�し�まう万能なその職業に強�い憧れを感�じ�ていたの�

である。�

　だとすれば大人になった�自分が名乗る「美術家」とい�

う職業は昔思い描いた「ハ�カセ」に近いのでなないかと�

思える。イメージするもの�は何でも作れて、世界の問題�

にも立ち向かえる創造者だ�。�

　あらためて思う。心躍る�想像力を翼に変えて世界を宇�

宙を自由に飛びまわれ、美�的体験の可能性を広げられる�

数少ない場所のひとつ。そ�れが「美術」という分野なの�

である。� （やのべ　けんじ）�

博士�（ハ�カ�セ�）�に�な�り�た�い�
ヤ�ノ�ベ　�ケ�ン�ジ�

（美術作家）�

　平成21年12月2日、�日本画家平山郁夫氏が亡くなった。�まさに巨星墜つるの感がある。�シルクロー�ド�

の画家と�し�て世界的にも評価が高かった平山の作品については、改めて説明する必要はないだろ�う。�

　平山が中学生の頃、広島で被爆�し�、常に生命の不安をもっていたことはあまり知られていない。そ�

の不安の中で150回ものシルクロー�ド�への旅を�し�ながら、�精力的に描かれた彼の作品の根底には、�世界�

の平和を願う気持ちが流れている。�

　平山�は、日�本�画の�制�作�以外�で�も�ユ�ネス�コ�の�活動�や�文�化�遺跡�の�保�護活�動�に�力�を尽�く�し�た。また、�「感�

性」�の大切さを訴え、�「日本感性教育学会」�の初代会長を長きにわたって務めている。知性や理性に裏�

づけられた思考力や判断力のもととなり、芸術文化のみならず、科学や社会生活の根�源に深くかかわ�

る感性こそ、子どもたちの教育に不可欠のものであると訴えてきた。�

　日本画という美術の世界から美術文化を通�し�て世界の人々の平和を実現�し�ようと、そのつながりや�

ひろがりを求めた平山の遺志を、残された私たちは造形美術教育の中でさらに発展さ�せる使命がある�

と思う。�

　造形美術を大切にするということは、図画工作や美術という教科を守るだけが目的�ではない。この�

教科の学習を通�し�て育て伸ばす「感性」や「創造性」などのさまざまな力を十分に使いながら、一人�

ひとりがそのよさを発揮�し�、互いに認め合える平和な世界を創るための造形や図画工作・美術の時間�

をさらに充実させ、必要性を広く社会に認知させることである。�

　造形美術を通�し�て、人々がつながり、平和な社会が広がっていくことをキノコ雲のない天国の空か�

ら平山も見守ってくれることだろう。�

つなが�り�と�ひ�ろ�が�り�

ト�アー�★エ�ッ�セ�イ�

「ラッキードラゴン」水都大阪２００９での�
パフォーマンス�
撮影：塚正玲子�
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第1回　授業でつながる�

座談会�「�つ�な�が�る�造形�を�め�ざ�し�て�」�

栗城敦志先生�（埼玉県加須市立加�須小学校）�

小林恭代先生�（千葉県佐倉市立井�野小学校）�

吉田岳雄先生�（神奈川県横浜市立�笹野台小学校）�

鈴木　茜先生�（東京都稲城市立城�山小学校）�

司会：藤澤英昭先生�（千葉大学）�

藤澤�　今回の座談会では「つな�がる造形」というのを包括�

的に考えて、いろいろな�実践をされている先生方に集�まっ�

ていただきま�し�た。�

　美術というのは、どち�らかというと個人の中だけの�出来�

事であり、個人の質に関�わって、どんどん“私的”な�こと�

になりがちな傾向がある�のですが、そういう状況を打�破�し�

ようと思って、いろいろ�な意味で広がりというのを考�える�

実践が、現在行われるよ�うになっています。�

　それでは、どういう実�践をされたか、お話を伺いた�いと�

思います。まず、横浜か�ら来ていただいた吉田先生に�話題�

提供をお願いいた�し�ます。�

　人口と�し�ては７万人ぐら�

いの小さな町ですが、この�

３月に、周りの三町と合併�

をする予定です。�

　私が勤務する加須小学校�

は、�創立137年目を迎えると�

いう古い学校です。ここで�

は、以前から地域密着型教�

吉田�　横浜で今行われている、�

小中連携の取り組みにつ�いて�

ということで、お話をさ�せて�

いただきます。�

　横浜では、�「横浜版学習指導�

要領」というものが出さ�れま�

し�た。�「図画工作科・美術科」�

が連携を�し�て、小中一貫のカ�

リキュラムを編成�し�ていると�

ころです。�

　�「図画工作科・美術科�」�の９�

年間で身につける資質・�能力の一覧というものを横浜�市の�

教育課程研究委員で指針�を提示�し�、これをもとに考えてい�

こうということになりま�し�た。�

　具体的には、小学校と�中学校が連携するため、ある�中学�

校にいくつかの小学校が�集まって一つのブロックをつ�くり�

ますので、そのブロック�に関わる図工・美術を担当�し�てい�

る教師が集まり、検討�し�ています。�

　つまり、各小学校ごと�の学習内容が違ったり、漏れ�や落�

ちがあったりすると、そ�れぞれの小学校から同じ中学�校に�

上がってきたときに、経験�や力も�

違うというようにならない�ように、�

カリキュラムの内容を検討�し�てい�

るのです。�

　そ�し�て、それぞれの地域の子ど�

もたちが図工・美術でどの�ような�

資質・能力を身につけたら�いいの�

かということや、材料・用�具の体�

験は小学校段階ではこんな�ことを�

し�っかり身につけて、中学�校に送�

りま�し�ょうなど、めざす授業のあ�り方についての情報交換�

を�し�ています。つまり、９年間の�義務教育におけるカリキ�

ュラムを考えています。�

藤澤�　そうすると先生の学校では�、もちろん、地域をベー�

スに�し�ながら、９年間という連続�し�た学習体験をどう編み�

込んでいくかというところ�で、地域性みたいなものが�出て�

くる可能性もあるので�し�ょうか。�

　横浜ならではのものとい�うのは、何かあるのですか�。�

吉田�　横浜市は18区あるので、そ�れぞれの地域による特性�

もあります。それによって�子どもの実態も結構違うの�で、�

そのあたりも意識�し�て、�「自分の中学校ブロック�では地域の�

教育力や地域の材料を生か�し�て、こんな題材を入れよ�う」�

などと考えていけるように�し�ています。�

藤澤�　各ブロックごとに、地域性�と児童たちの�ト�ータルな�

姿というものを見ていくと�いうことも、各教員に課せ�られ�

ているということですね。�

　それでは次に、東京の稲�

城市の鈴木先生から、実践�

に関するご紹介をいただき�

たいと思います。�

鈴木�　私は「新�し�いツール�

を�利�用�し�た�豊�か�な�つ�な�が�

り」ということで、実践を�

し�てきま�し�た。�

　デジタルカメラやコンピ�ュータなどを使っての交流�が、�

これから子どもたちには�どんどん必要になってくるの�では�

ないかと感�じ�、視覚的なコミュニケーシ�ョンという実践を�

し�てみま�し�た。�

　題材名は、�「あれ、�こんな所に…発見！　�謎の�“宇宙生物”�」�

というものです。�

　まず、�「図工室だより」で、�「材料を募集�し�ています」と�

いうことを、保護者や地�域の方々に呼びかけま�し�て、材料�

を集めることから始めま�し�た。�

　そうすると、ものすご�い反響があり、保護者や地域�の方�

々が材料をたくさん持っ�てきてくださいま�し�て、とても驚�

きま�し�た。�「図工室だより」�を読んで、子どもたちの造�形活�

動のことを理解�し�てくれているんだなと感じま�し�た。�

　ＡＰＡ日本広告写真家�協会の写真家の方々をお招き�し�て、�

子�ど�も�た�ち�と�い�っ�し�ょ�に、�「宇�宙�生�物�は�一�体�ど�ん�な�と�こ�ろ�

で、どのように生活�し�ていたんだろうね」とい�うテーマで、�

デジカメで写真を撮ると�いう実践を�し�てみま�し�た。�

　そうすると、�子どもたちは、�「カメラの使い方ってこ�うだ�

よね」ということを言わ�なくても、どんどん撮ってい�ま�し�

た。もともと持っている�感覚で表現�し�ていくんだなという�

ことを感�じ�ま�し�た。�

　そ�し�て写真家の方々といっ�し�ょに、子どもたちの作品を�

鑑賞�し�ま�し�た。�そのとき、�子どもたちは、�「友だちはこうい�

う�表�現�を�す�る�ん�だ�な」�、�「こ�う�い�う�感�覚�を�も�っ�て�い�る�ん�だ�

な」ということを感じて�、新�し�い見方や表現の�し�かたを改�

めて発見�し�たようで�し�た。�

　�「図工室だより」でも、�「こんな実践を�し�ま�し�た」という�

ことを、保護者や地域の�方々にお知らせ�し�ま�し�た。そうす�

ると、�「おも�し�ろいことをやったね」�というようなことを家�

で言われたという報告が�子どもたちからあって、やっ�てよ�

かったなということを感じ�ま�し�た。�

藤澤�　おも�し�ろいですね。大変で�し�ょうが、このように地�

域に情報を発信すると、�地域も応えてくれるという感じ�が�

し�ま�し�た。それでは、埼玉の加�須市の栗城先生から、ご紹�

介をお願い�し�たいと思います。�

栗城�　私が勤務する加須市とい�うのは、うどんと鯉のぼり�

で有名なところです。手�描きの鯉のぼりをつくってい�る店�

がまだいくつかあって、�そういう歴史や文化を大切に�し�て�

いる町です。�

育を推進�し�ており、さまざまな形�で学校にお手伝いや応援�

に来てくださる�“学校応援団”�という方々が、500人もい�ら�

っ�し�ゃいます。�

　本校では平成18年度から�、�「図画工作科」�の研究を学校全�

体で取り組みま�し�た。これは、�「図画工作」�という教科を通�

じ�て、子どもたちの生きる�力を高めていこうというもの�で�

すが、その手立ての一つと�し�て、�“まちかど美術館”�という�

活動に取り組みま�し�た。�

　これは、その名前のとお�り、町の中に子どもたちの作�品�

がある空間をつくるという�ことです。�本校の児童は700人ほ�

どいますが、全児童の作品�を町の中に展示�し�ています。�

　これは、子どもたち一人�ひとりの思いを大切に�し�たいと�

いう考えから取り組んでい�る活動であり、年に３回実施�し�

ています。�

　展示場所につ�

いては、本校の�

学区内の古い商�

店街を中心と�し�

て、近隣の民家�

や駐車場のほか、�

公共機関などを�

利用させていた�

だいています。�

　最初は、１店舗から始ま�った“まちかど美術館”です�が、�

現在、�店舗数では100か所を超�え、�民家やいろいろな方々も�

協力�し�てくださっています。�

　そ�し�て、子どもたちや保護者は�もちろん、地域の方々に�

もその活動を楽�し�みに�し�ていただいています。�

藤澤�　今のお話の中で、�“学校応援団�“というのは、公式に�

かどうかわかりませんが、�保護者ではない方々もそれに�参�

加�し�ておられるわけですね�。そういう人たちは結構有力�な�

サポーターということにな�りますかね。�

■�「つながり」�から何が生まれる�か�

特� つながる造形�集�

吉田岳雄先生�

鈴木茜先生�

『横浜版 学習指導要領』�

栗城敦志先生�

まちかど美術館（加須市）�
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第1回　授業でつながる�特� つながる造形�集�

んどんつくられています�。�

　ですから、歴史はある�ものの、�

住んでいる方々は新�し�い人が多�

いので、歴史を実感する�機会が�

あまりないという現状が�ありま�

し�た。�

　そこで、図工でも地域�につい�

て取り入れていくことが�重要で�

はないかと考えるように�し�ま�し�

た。導入から鑑賞まで、�地域を�

栗城�　そうですね。さまざまな�形で学校の教育活動に携わ�

ってくださいます。例え�ば、子どもたちの安全を守る�ため�

に、登下校の時間には主�要な交差点に立って、見守っ�てく�

ださったり、家庭科や図�工の授業では、子どもたちが�安全�

に学習できるように、そ�の分野に得意な方々が応援に�きて�

くださったり�し�ています。�

藤澤�　それはなかなか頼も�し�い地域ですね。�

　それでは、千葉県佐倉�市の小林先生に、実践例を紹�介い�

ただきたいと思います。�

小林�　私がいる佐倉市は城下町�で、大変歴史があります。�

ただ、ベッ�ド�タウンということもあり�、最近は住宅地がど�

なるべく盛り込んだ題材�をつくってみようと前任校で�実践�

し�たことがあります。�

　導入のところでは、佐�倉市の先覚者である香取秀真�、津�

田信夫の作品を紹介�し�、その地域で出土�し�た土器を見せま�

し�た。�

　また、学校の周りで採�れた粘土を使って、自分たち�で作�

品をつくらせま�し�た。そのときには、窯も自�分たちの学校�

につくって、作品を焼き�ま�し�た。釉薬についても、学�校の�

周りには木がたくさんあ�りますから、それらを燃や�し�て灰�

に�し�たものからつくりま�し�た。�

　そ�し�て、今の栗城先生のお話と�似ていて、名前もほとん�

どいっ�し�ょなんですが、�“まちかど作品展”�というものを開�

きま�し�た。�地元の商店街の方々を訪ね�て、�「子どもたちの作�

品を飾らせてください」と�お願い�し�て、展示させていただ�

きま�し�た。ただ、地域を訪ねたと�きに、最初はなかなかこ�

ちらが何を�し�たいのかが伝わらなくて、�すぐに協力が得ら�

れたというわけではなく、�１軒１軒訪ねてご理解をい�ただ�

いたということです。�

　教員というのは、どう�し�ても学校のすることだから�、快�

く協力�し�てもらえるだろうと思い�がちですが、地域の人た�

ちにわかっていただくため�には、それなりの努力が必�要だ�

ということを感じた実践で�し�た。�

　あるお店では、�私がお願い�し�たわけではないのに、�「これ�

を見せるだけではもったい�ない。地域の人たちからい�ろい�

ろな感想をもらって、子ど�もたちに伝えてあげたほう�が、�

絶対に喜ばれると思う」と�いう言葉をいただいて、感�想文�

用の紙を置いてくださった�んです。�

　そうすると、地域の人た�ちがそのお店に来たときに�、小�

学生の子どもがいない方も�、感想を一言その紙に書い�てく�

ださって、大変感激�し�ま�し�た。�

　地域の人たちは、子ども�たちのために何か�し�てあげたい�

と常に思ってはいるけれど�も、どのように、何を�し�てあげ�

たらいいのか、具体的には�なかなか思い浮かばないと�いう�

ことだったんですね。でも�、こういうアー�ト�が媒体になっ�

て、コミュニケーションが�生まれたという結果が、こ�の実�

践を通�し�て得た一番うれ�し�いことで�し�た。�

　現在の勤務校では、近く�に商店街がないので、全く�同�じ�

実践をすることはできませ�ん。ただ、地域の方々の力�をお�

借り�し�て、子どもたちのためにど�う役立てていただけるか�

ということをコーディネー�ト�するのが、教員の大事な�仕事�

なのかなと感�じ�ながら、こういう実践に�努めているところ�

です。�

藤澤�　ありがとうございま�し�た。�

　今のお話ですと、佐倉市�は歴史のある町で、地域出�身の�

作家で、特に造形文化の方�面で非常に秀でた方々がい�らっ�

し�ゃいますよね。�

　そういう方々のことを学�び、そ�し�て、地域にある材料と�

し�て粘土を使い、釉薬もつ�くっているということで�し�た。�

これは、結構感激するよう�な仕事ですよね。子どもは�とて�

も喜んだのではないかとい�う気が�し�ま�し�た。�

■地域�に�根�ざ�し�た�実践�

藤澤�　地域との連携や地域に根�ざ�し�た実践を�し�ていくと、�

これらは一方通行ではな�いので、その実践の中で子ど�もも�

変われるだろう�し�、地域の人たちも変われるだ�ろうと思い�

ます。そ�し�て、学校の「図画工作」とい�うものに対する地�

域の人たちの目も変わっ�てくると思います。�

　その辺については、実�践をされていて手応えみたい�なも�

のは感�じ�られていると思います�。�

　例えば、�子どもが地域の作家を知�ったとき、�「地元の人が�

こんなすごい作品をつく�ったのか」と感激すると思い�ます。�

それから、その土地でと�れた粘土で焼き物ができると�いう�

ことに対�し�ては、かなり感動する体験だ�ったと思います。�

　また、それをサポー�ト�し�てくれるお年寄りも、子ど�もを�

教えながら、自分も教わ�る面もいろいろとあったよう�な気�

が�し�ます。そういう具体的な例�があるで�し�ょうか。�

　私は、ときどき各市の�小学校や中学校の美術展に行�くの�

ですが、お年寄りも見に�来られます。自分の孫の展覧�会を�

見に来たということかも�し�れませんが、自分たちが受�けて�

きた「図画工作」と、孫�が今受けている「図画工作」�とは、�

ある意味では非常に違っ�ていると思います。�

　�「今の図画工作というの�はすごいね。�子どもがこんなに伸�

び伸びと、生き生きとや�っているとは思わなかった」�とい�

う感想を述べる人が結構�いらっ�し�ゃるんですよ。�

　それは、つまり昔の「�図画工作」というのは、いつ�も人�

と比べて、人のことが気�になって、どういう作品をつ�くれ�

ば先生に喜ばれるかとか�、人と違ったことを�し�ていないか�

ということがすごく気に�なって、あまり楽�し�い思いを�し�な�

かったという方が多いよ�うに思うんです。�

　それに対�し�て、今の子どもたちは自由�に動きながらやっ�

ているので、親に�し�ろ、お年寄りの世代に�し�ろ、その違い�

がよくわかるという気が�し�ています。�

　そういう意味で、商店�街の方々の意識が変わったと�いう�

例を報告�し�ていただきま�し�たが、ほかにそういう例は�あり�

ますか。�

小林�　私が勤めている佐倉市の�隣に八街という市がありま�

すが、そこの中学校の美�術の先生が、去年の秋に「ア�ー�ト�

プロジェク�ト�」のような形の実践をされ�たという例を紹介�

し�ます。�

　発端は数年前、美術部�の生徒が地域の商店街のシャ�ッタ�

ーに絵を描くことを依頼さ�れたことから始まります。そ�れ�

が地域の活性化につながり�、地域の方々に大変好評とな�り�

ま�し�た。今では、商店街の�方々が材料費などを補助する�の�

で、子どもたちのアー�ト�で地域を活性化�し�てほ�し�いと応援�

し�てくださるようになった�とのことです。�

　今年度は、やはり焼き物�で�し�たが、小・中学校の作品�を�

商店街に展示�し�ていただく“まちかど美�術館”で�し�た。買�

い物に来た方と子どもたち�の作品で会話が生まれ、また�作�

品を見る目的で訪れる方と�も会話が生まれま�し�た。子ども�

たちの作品を核にさまざま�なコミュニケーションが広が�り、�

地域の活性化につながった�と聞いています。�

　お店の中には、児童の作�品をより良く展示するために�、�

展示場所をあれこれと考え�てくださったり、飾り方を工�夫�

し�てくださったという報告�もありま�し�た。子どもたちのア�

ー�ト�の力を認めていただい�た成果だと思います。�

　学校の外に飛び出�し�た子どもたちの作品が、新�し�いコミ�

ュニケーションを生んでい�ること。�子どもの作品による�“ま�

ちかど美術館”の実践が、�地域の大人を元気に�し�、地域の�

活性化につながるというこ�と。それが、子どもたちを取�り�

巻く地域の教育力をより温�かいものへ変えていくこと。�こ�

れらのことから、私は学校�を飛び出す実践の必要性を強�く�

感�じ�ています。�

　同様の実践が「アー�ト�プロジェク�ト�」と�し�て、私の所属�

する千葉県の印旛地区でも�徐々に広がってきています。�

藤澤�　それでは、今度は栗�城先生から、そういう例を挙�げ�

ていただきたいと思います�。私の手元にいただいている�資�

料の中には、�「自分の子どもが創造�し�て描くことに、�成長を�

感�じ�た」というアンケー�ト�の回答があったということで�す�

ね。�

　これは、単発的な作品の�紹介だと、その作品の出来映�え�

の良�し�悪�し�みたいなところに、す�ぐ目が行って�し�まいがち�

で�す�が、�“学�校�応�援�団“み�た�い�な�方�々�が、時�系�列�と�い�う�か、�

時間を軸に�し�て見てくれることによって�、それぞれの子ど�

もの成長がちゃんと見えて�きて、非常によかったという�感�

想があったということでしょう。�

　地域に根ざすという実践�の中では、そういう面も出て�く�

るのかなという気が�し�ますが、展示�し�てもらうことによっ�

て、�「子どもが変わった」�というような例があれば�ご紹介い�

ただきたいと思います。�

栗城�　以前は人と比べられ�ることで表現することが気に�な�

か�と�り�ほ�つ�ま�

やちまた�

小林恭代先生�

授業風景（小林先生）�
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って、描いたりつくった�りということのその一歩がな�かな�

か出なかった、というよ�うな話がありま�し�た。�

　私たちが図工教育の研�究を始めたころには、自分の�表現�

に自信がないというよう�な子どもの姿が見られま�し�た。�

　そこで、子どもたちの�姿の改善に向けて取り組んだ�実践�

の一つがこの“まちかど�美術館”だったのです。この�実践�

を通�し�て、先ほど小林先生から�、作品を展示�し�たら地域の�

方々が感想を記入する場�所を設けてくれたというお話�があ�

りま�し�たが、私のところでも同じ�ようなことがありま�し�た。�

　それから、保護者とと�もに子ども自身が「私の作品�を飾�

ってください」と、展示�先に直接お願いに行っている�んで�

すよ。�

　そこに行って、�「展示�し�ていいですよ」�とご許可をいただ�

くと、作品を通じてその�お店の方々と直接的な関わり�がで�

きるようになるのです。�つまり、子どもと地域の方々�、保�

護者と地域の方々がそれ�を通�じ�て直接関わりができるよう�

になったわけです。�

　また、返却�し�てもらうときには、直�接行けないという子�

どももいますが、行ける子�どもについては、できるだ�け保�

護者といっ�し�ょに行ってもらいます。そ�のときにその絵に�

対する感想をいただいてく�るんです。�

　子どもたちは、これまで�自分や教員、保護者から評�価を�

得ていま�し�た。そこに、地域の方々から�の評価が加わった�

ことが励みになっています�。自分の作品に対�し�て評価�し�て�

くれたことがうれ�し�くて、それが自信につなが�っていき、�

「また描きたい」�、�「もっとつくりたい」�といった表現に対�

する意欲が高まってきたと�思います。�

藤澤�　実際に“地域の教育力”と�いうものを思い切り引っ�

張り出すことができ、その�中で学校も結構サポー�ト�されて�

いるので�し�ょう。子どもたちも地域の人�たちに愛されてい�

るということを実感できる�ということは、�「図画工作」�とい�

う授業だけの枠を越えても�、よい実践になっています�よね。�

　ところで、鈴木先生から�は、例えば、デジタルカメ�ラの�

ような新�し�いメディアを使いながらの実�践という例を紹介�

し�ていただきま�し�た。�

　この実践に際�し�ては、�“キャッチボール”�のようなことは�

ありま�し�たか。�

鈴木�　大変多くありま�し�た。まず、子ども同士�の“キャッ�

チボール”というのがあり�ま�し�た。写真を撮っていく�中で、�

画面を見ることができるの�で、�「見てよ、�見てよ。�すごいの�

が撮れたよ」�と言うと、相手も�「私もすごいのが撮れ�たよ」�

と、撮ったものをお互いに�見せ合うことができるんで�す。�

　また、作品と自分が“キ�ャッチボール”ということ�もあ�

ります。それは、�「お、いい感じ！」�というところを�「パシ�

ャッ」と押さえるというこ�とでの“キャッチボール”�があ�

ったということです。�

藤澤�　今のデジタルカメラという�のは、撮ったあとのプリ�

ン�ト�代を考えずにたくさん撮れる�ので、気楽に記録がわり�

に写真を撮ることができる�ようになっていますからね�。先�

ほどのお話のような“キャ�ッチボール”ができるよう�にな�

ってくると、ますます新�し�い世界が生まれてきそうで�すよ�

ね。�

吉田�　私の学校は横浜市の旭区で�すが、区の研究会組織が�

あるので、それを活用�し�て、�「ぐるぐる展」�や�「�巡回展」�と�

いうものを行っています。�

　そ�し�て、同�じ�区の学校間で作品の交流�を�し�て、他の学校�

の子どもたちの作品から刺�激を受けられるチャンスも�年に�

１回あります。そういうと�ころで「すてきだな。自分�の表�

　あとは、子どもたちを外�に開放�し�てあげたくても、地域�

に出すには安全面も重要で�す�し�、金銭面でも問題がある�な�

ど、ハー�ド�ルがいくつもあります�。�

　そういうハー�ド�ルの高さに対�し�て教師のエネルギーが十�

分にあれば、それらを乗り�越えられるのですが、疲れて�い�

たり、忙�し�かったりすると、�「まあ、いいか」�というふうに�

なって�し�まいがちだと思います。�

藤澤�　栗城先生の学校では�、�“学校応援団�“というものがあ�

るそうですが、それは、先�輩たちの長年のご努力があっ�て�

のことだと思います。そう�すると、そのリーダー的な方�と�

お話をすれば、比較的流れ�がよくなっていくので�し�ょうか。�

栗城�　そうですね。�“学校応援団�“というのは、自分たち�の�

得意なものを、できる時間�の範囲内で応援�し�ていただくと�

いうシステムなんです。�「だれが何を多くやったと�かいうこ�

とは一切言わないように�し�ま�し�ょう」ということでやっ�て�

いるんですよ。�

　ただ本校では、その代表�的な人を「ふれ合い推進長」�と�

呼んでいるのですが、10名�ほどおられます。その方々は�地�

区の会長であることが多く�て、それぞれ推薦されてきた�方�

々なんです。校内にはそう�いう方々のための部屋をつく�り、�

“常駐”というか、少ない�ときでも３人くらい、多いと�き�

には10人近い方々がいらっ�し�ゃるんですよ。�

　そういった方々が教師と�ともに安全面を確保するため�に、�

いっ�し�ょに外に行ってくださると�いうこともありますね。�

藤澤�　そういう体制をつく�り上げるまでが大変そうです�が、�

子どもたちの数が少なくな�ってきている今日、子どもた�ち�

をそれぞれの地域で大事に�育てていこうというときには�、�

こういう組織ができ上がっ�てくるといいですね。�

　吉田先生の横浜では、ど�のような活動がありますか。�

吉田�　横浜美術館には「子�どものア�ト�リエ」という施設が�

あります。そこでは、小学�校を対象と�し�た体験プログラム�

がいろいろ行われています�。�

　具体的には、大量の粘土�や学校ではなかなか用意でき�な�

いような大きなダンボール�などを使ってダイナミックな�造�

形遊びの活動を思う存分さ�せていただいています。�

　あと、どこの自治体もそ�うだと思いますが、鑑賞する�と�

きには、美術館の専門スタ�ッフが詳�し�い説明を�し�てくださ�

り、子どもたちから意見を�引き出�し�てもらっています。�

藤澤�　例えば地域の核にな�るような施設があったときに�、�

そこで思い切り活動ができ�るというのはいいですね。�

現に生か�し�たいな」などという気持ちに�なってくれたらい�

いなと思っています。�

　参観週間で保護者が来�てくださるときに、ほかの授�業だ�

と保護者の方々と対話す�る余裕がなかなかつくりづら�いと�

思います。�し�か�し�、図工の授業では、活動を保�護者ととも�

に対話�し�ながら見ることができ�ます。�

　子どもたちが活動�し�ている様子を見ながら、�保護者の方�

々と意見交換をすること�ができ、�「この題材ではこんなこと�

をねらっているんですよ�」�、�「こんなふうに子どもたち�は楽�

し�みながら、実はこんな�ことを体験を通�し�て学んでいるん�

ですよ」などと話�し�ながら、保護者の方々と直�接話せるの�

はありがたいですね。�

　そういうことを通�し�て、保護者の方々に図工�の担う役割�

というものを理解�し�ていただくことができるの�ではないか�

と思っています。�

藤澤�　実践例とそこから得られ�た成果について、お話を伺�

ってきま�し�た。�

　今�度�は、そ�の�よ�う�な�実�践�の�中�で、�「意�外�と�こ�こ�は�苦�労�し�

た」というようなところ�がありま�し�たら、ぜひお話�し�いた�

だきたいと思います。�

　皆さんのお話を伺って�いると、とても簡単にできた�よう�

な印象がありますが、実�際には、教室や図工室で、毎�日同�

じ�ようにやっているほう�が楽に決まっているわけです�。で�

も、教育の成果というの�は、そういうところでは閉じ�られ�

たものになって�し�まうと思います。�

　また、美術に対�し�ても、可能性を閉ざ�し�て�し�まうという�

ようなところもあるもの�ですから、エネルギーを使っ�て、�

こういう実践をされてい�たと思います。苦労話のよう�なも�

のがあったらお聞かせい�ただきたいと思います。�

小林�　作品もそうですが、子ど�もたち自身を地域の中にも�

っと出�し�てあげたいと思うんで�す。�し�か�し�、今の教育現場�

では、時数が足りないの�で、どの学校の先生方も時数�削減�

のために苦労されている�と思います。�

　つまり、�「まずは４教科を終わらせな�ければ」�という思い�

がある中で、外に出すと�いうことはある程度の時間が�余分�

に必要です。つまり、時�間の制約という問題が根本に�ある�

と考えています。�

■実践�を�広げ�る�た�め�に�

第1回　授業でつながる�特� つながる造形�集�

「電気ダコ」（鈴木先生指導作品）�

「モコモコヘッビー」（鈴木先生指導作品）�
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うのがありますよね。�例えば、�「木々の緑に囲まれてい�ると�

ころではどんな実践がで�きるだろうか」�、�「海辺の町であれ�

ば、どんな実践ができる�だろうか」というように、い�ろい�

ろな可能性があると思い�ます。�

　そこで、これから何か�手掛けてみたいと思っている�全国�

の先生方に向けて、応援�のメッセージをお願い�し�ます。�

小林�　先ほども申�し�上げま�し�たとおり、子どもも作品�も外�

に出�し�てあげると、そこから得�るものはとても大きいと思�

います。ただ、それは教�師一人が頑張っても、とても�難�し�

いのではないかと思いま�す。�

　こういう活動のよさと�いうものは、みんなで協力�し�て行�

うから、いろいろな気づ�きがあり、楽�し�いのだと思います。�

協力を得られるように、�栗城先生がおっ�し�ゃっていたよう�

な“応援団”をつくって�いけるようにする必要がある�と思�

います。�

　そのためには、一人の�核となる人間も必要ですが、�学校�

だけでなく、地域や保護�者の方も巻き込んで、活動を�展開�

し�ていけたらいいのではないか�と思います。�

　一人で頑張り過ぎると�息切れ�し�て�し�まうので、仲間を増�

や�し�て、�「こ�ん�な�に�楽�し�い�ん�だ�よ」�、�「こ�ん�な�に�お�もし�ろ�い�

よ」ということを発信�し�ていったらいいと思います。�

藤澤�　教師同士がまず同じよう�な問題意識をもつようにす�

るために、いろいろな場�面で話�し�合ってみる必要があると�

いうことですね。�

　何�も�図�工�に�限�っ�た�こ�と�で�は�な�い�け�れ�ど�も、�“地�域�の�教�育�

力”を最大限に引き出す�ような組織を、いっ�し�ょにつくっ�

ていくということがあれ�ば、相当いろいろなことがで�きそ�

うですね。�

小林�　そうです。そのための媒体�と�し�て、図工・美術とい�

うものはとても有効だと思�います。�

　これを算数でやろうとか�理科でやろうと�し�ても、できな�

くはないですが、図工ほど�適�し�た教科はないのではな�いか�

と思います。�

　作品や子どもの思いとい�うものがあるわけですから�、そ�

こを通�し�て思いを交換するという�ことは、まさに図工・美�

術がもっている一番の特色�だと思いますね。�

　そ�し�て、そういうことにも使っ�ていけるんだということ�

を、先�生�方�や�地�域�の�方�々�に�アピ�ー�ルし�て�い�け�ば、�「図�画�工�

作」�は大事なんだなとか、�「図画工作」�というのは子どもの�

成長にとって欠かせない科�目だよね、ということも分�かっ�

ていただけると思います。�

　微力ですが、そういうこ�とを発信する側でありたい�なと�

思っています。�

藤澤�　「図画工作」や「美術」の�教育的側面の中で、非常�

に肝心なところですよね。�

　そういう意味では、栗城�先生の学校は既にできてい�るの�

で、とても恵まれていると�いう感�じ�ですが、将来に向けて�

の計画もあるので�し�ょうか。�

栗城�　確かに今の環境は恵まれて�いると思います。�し�か�し�、�

この環境は初めからでき上�がっていたものではなく、�職員�

全体が一体となってつくっ�てきたものです。�

　�“�ま�ち�か�ど�美�術�館”は�最�初�１�店�舗�か�ら�始�め�た�と�言�い�まし�

た。そ�し�て、全校児童の作品につ�いても、最初のころは職�

員が展示�し�に行っていたのです。�

　つ�ま�り、700点�近�い�作�品�を�持�っ�て�い�っ�て、挨�拶�をし�た�り、�

飾ったりというようなこと�を積み重ねてきているわけ�です。�

　平成18年度に図工の研究�を始めるときには、�「なぜ図工の�

研究をやるの？ 国語や算数の方が重要じ�ゃないの？」�とい�

うような声が保護者から聞�かれま�し�た。�

　またアンケー�ト�調査においては、多く�の家庭で子どもの�

作品を飾っていないという�現状が分かりま�し�た。地域への�

展示も初めから今のような�数の協力店舗があったわけ�では�

ありません。子どもたちを�取り巻く現状をとらえ、一�歩ず�

つアプローチを�し�てきた結果が、現在の�形につながってい�

ると思います。�

　私は、このように多くの�人が支えてくれる環境がで�きた�

ポイン�ト�は三つあると思います。�

　一つは、先ほど小林先生�からお話がありま�し�たが、情報�

の発信ということがある�と思います。�本校では、�「図工でこ�

ういうことを今行ってい�て、子どもたちはこんな力を�発揮�

し�ているんだよ」という�ことを毎月「アー�ト�通信」で、地�

域の掲示板や市役所に掲�示�し�ています。こんなことを�実践�

し�ているんだということ�を、みんなに知ってもらえる�よう�

に�し�ているわけです。�

　二つ目と�し�ては、保護者や地域の方々�に実際に体験を�し�

ていただくことです。そ�の一例が保護者や地域の方々�同士�

で行う「ギャラリー・�ト�ーク」です。�

　これは、どの子どもの�作品かわからないように�し�ておい�

て、保護者たちがその絵�を見ながら、ギャラリー・�ト�ーク�

を�し�ます。�「へー、そんなふうにも見え�るんだ」�ということ�

を、保護者自身が体験す�ることによって、自分の子ど�もが�

持って帰ってきた作品に�ついても、敏感になれること�が多�

くなっていきま�し�た。そのため、子どもが持っ�て帰ってき�

た絵を通�し�て、子どもと保護者の会話が�どんどん広がって�

いったという話も聞いて�います。�

　三つ目と�し�ては、子どもの学びの姿を�実際に見ることが�

できる点が大きいかと思�います。�つまり、�“ムー�ビ�ング・ミ�

ュージアム”と呼んでい�るんですが、動く先々に美術�館が�

あるということです。�

　町や学校に全校児童の�作品が飾ってあるので、それ�らを�

見ながら、１年生から６�年生までを“縦割集団”に�し�て、�

ギャラリー・�ト�ークを�し�て歩くんです。そうすると、�１年�

生が素直に言ったことを�、６年生が「あ、そうだよね�」と�

認め合ったりすることも�あります。�

　また、より深い見方を�する上級生を見て、低学年の�児童�

は感心することもあるわ�けです。�

　�し�かも、�そういう姿を保護者が見て�いて、�「あ、�うちの子�

は、こんなふうにいろん�なことが言えるんだ」�、�「説明がで�

きるんだ」�、�「こんなに感性が豊かだった�んだ」というよう�

な印象をもつことによっ�て、学校の教育活動にも理解�を示�

し�、協力的になってくだ�さっていると思います。�

鈴木�　先生方のお話を伺ってい�て、地域とどんどんつなが�

っていきたいという気持�ちが大きく膨らんできま�し�た。�

　今回、私はデジカメを�使った実践の例をお話�しし�たんで�

すが、こういうものは私�が小学校のときにはなかった�んで�

す。�し�か�し�、これからの子どもたちは、�デジカメのような�

ツールを利用�し�て、地域と交流�し�ていくことが、もっと増�

えていくのではないかと�思っています。�

　私自身がもっとツールを�利用�し�て、�「さらに地域とどうや�

って交流�し�ていけばいいか」とい�う実践の方法を考えてい�

かなければならないという�ことを感�じ�ま�し�た。今後ともい�

ろいろなところでつながり�をもって勉強�し�、他の先生方の�

実践を見て視野を広げてい�けたらいいなと思っています�。�

藤澤�　今回お集まりいただ�いた先生方は、比較的東京の�近�

郊の方々で�し�たが、�山間部などであればある�ほど、�“地域の�

教育力”というのはとても�大事です。自分たちは気がつ�か�

ないけれども、地域に伝わ�るいろいろな行事などによっ�て、�

独特の造形感覚というもの�をもっていたりするものなん�で�

す。また、造形材料もいっ�ぱいあるわけですよ。�

　ですから、主旨は先生方�が今おっ�し�ゃったことで�し�ょう�

が、それぞれの地域で考え�ていただければよいのではな�い�

かと思います。�

藤澤�　今まで先生方から、�興味深い実践例や、子どもた�ち�

の姿を伺うことができま�し�た。�

　実は、�「図画工作」�に限らず、平成元年くらいか�ら学校が�

すべての教育機能を一元的�に扱うという時代は終わって�し�

まっていて、それ以上学校�は負担�し�きれないので、当然、�

社会も家庭も応分の協力を�し�て、子どもを育てていきま�し�

ょうという合意のもとに、�現在の広い意味での教育が成�り�

立っていると言えます。�

　そ�し�て、各先生からのお話によ�ると、それに一番乗りや�

すいということで「図画工�作」や「美術」は、地域への�広�

がりを見せていると思いま�す。�

　そ�し�て、子どもが成長するだけ�でなく、地域も成長�し�て�

くれるといいですよね。保�護者やお年寄りの人たちの感�性�

も、だんだん変化�し�ていくというのは、ほんとう�にすばら�

し�いことですね。�

　子どものハッピーな表現�に触れて、�「なぜ私たちは古い表�

現ばかり�し�ていたのか」というよ�うなことに気づくことも�

あると思うのです。これか�らも元気よく、いろいろな実�践�

を�し�ていっていただきたい�と思います。�

　本日は、お忙�し�い中お集まりいただき�、ありがとうござ�

いま�し�た。�

■おわりに�

■�こ�れか�ら�の�造形教育�に�向け�て�

第1回　授業でつながる�特� つながる造形�集�

藤澤�　先生方から苦労話を含�

めていろいろ伺ってきま�し�た�

が、�「学校を飛び出す」�という�

ような言い方というのも�可能�

かと思います。地域に飛�び出�

し�て、美術の活動を�し�たいと�

思っている先生方は、全�国に�

はたくさんいらっ�し�ゃるので�

はないで�し�ょうか。�

　それぞれの地域の特性�とい�

藤澤英昭先生�
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　新�し�い題材を開発するときは�、子どもたちの実態をもと�

に�し�て次の点を考慮するように�し�ている。�

①関心・意欲を高めるも�のであるか。�

②どんな資質・能力を高�めるのか。�

③表現が多様に広がって�いくものであるか。�

　何よりも、子どもたち�が表�し�たいと思う内容であり、発�

想が広がる題材であるこ�とを大事に�し�たいと思う。�

　今回の題材は４年生を�対象に考えたものである。現�実的�

にはありえないけれど、�「まほうの力」�で�「こんなことがで�

きたらいいな」という願�いを自分の絵で実現できる楽�し�さ�

を味わってもらいたいと�考えた。子どもたちの夢と発�想力�

を広げ、表現する楽�し�さや喜びを感じてもら�うことをねら�

っている。�

　ここで、�「時計」�と�し�たのはどう�し�てか。まほうの力をも�

つものを何にするか、子�どもに任せた方がいいのでは�と考�

えも�し�たが、�ド�ラえもんがポケッ�ト�から出すアイテムのよ�

教材研究�
小　�学　�校�

埼玉県戸田市立芦原小�学校　�長尾　�宏一�

うになって�し�まったり、逆に何に�し�てよいか発�

想が広がらない子どもがいる�のことを考慮�し�た。�

「時計」�は誰でも簡単に表すこ�とができるもので�

あり、さまざまな形にするこ�とができる表現の�

可能性がある。また、�「時計」�に焦点を�し�ぼって�

みんなで話�し�合うことができる。ま�ほうの力を�

もっていたらどんなことが起�きるか、話�し�合い�

をもとに�し�て自分なりに楽�し�く想像の世界を広�

げることができると考えたの�である。�

（1）�　�題材名から発想�を広げ、話�し�合う�

・どんな不思議な力をもつ�時計が考えられるか、みん�なで�

アイディアを出�し�合い、想像を広げてスケッ�チする。�

　導入時に仕組みやデザイ�ンがおも�し�ろい時計の画像をス�

ライ�ド�ショーで示�し�、概念にとらわれないで時�計を考える�

ことへの関心を高めるよう�に�し�た。�次に、�「まほうの力をも�

つ時計」�という題材名を示�し�、�「まほうの国に迷い込み�、不�

思議な力をもつ時計を見つ�けた」といった設定の話を�し�て、�

不思議な力をもつ時計をみ�んなで考え、発表�し�合うように�

し�た。その際、�「花・星・虫」�など何を時計にするかを�考え�

るように�し�て発想のきっかけと�し�、�「音符の形を�し�た時計か�

ら美�し�いメロディーが流れて動物�たちが集まってくる」な�

ど、不思議な力をもつ時計�の例を示�し�て、子どもたちの発�

想がふくらむように�し�た。�

　話�し�合いで出たことをもとに、�子どもそれぞれがイメー�

ジカー�ド�に簡単な絵で描いたり言�葉を書き込んだり�し�てア�

イディアを考え、ふくら�ませていった。�

　ここからは、Ａさんの�表現過程を追いながら実践を�紹介�

し�てみたい。�

　みんなのアイディアを�聞いた後、早速Ａさんは自分�が考�

えた「不思議な力をもつ�時計」を、イメージカー�ド�に絵と�

言葉でかき始めた。初め�は、ごく普通の時計機能をか�いて�

　４年生ぐらいになると�、画用紙に描く前に発想・構�想を�

練ることができるように�なる。絵だけでなく言葉を加�える�

（2）�　�表�し�たいことを決めて描�く�

・不思議な力をもっている感じ�が表れるように、時計や�周�

りの様子を描く。�

　イメージカー�ド�に描いたいくつかのアイ�ディアの中から�

車をもとに画用紙に表現を始�めた。車の描き方は稚拙で�は�

あるが、画面をいくつかに分�割�し�て描くというユニーク�な�

方法を考え出�し�た。色の塗り方も、普通の�子どもたちはメ�

インのものから取りかかるが�、Ａさんはまわりから始め�た。�

◆�材�料�：�画�用�紙、�色�画�用�紙�（�四�つ�切�り、�正�方�形�や�

細�長�い�形�の�も�の�も�考�え�ら�れ�る�）�、�紙�の�切�れ�端、�

き�れ�い�な�デ�ザ�イ�ン�の�紙、�コ�ン�テ、�チ�ョ�ー�ク、�お�

し�ゃれなお菓子の包み紙や�包装紙など紙類�

◆�用�具�：�絵�の�具�一�式、�ク�レ�ヨ�ン�・�パ�ス�な�ど�こ�れ�

までに使ったことのある描�画材�

導�し�ている。学年が上にな�るにつれて使い方を工夫する�こ�

とができる�し�、絵の具とは違う味わいが�あるからだ。この�

様子から、Ａさんは創造的�技能を十分に発揮�し�ていると評�

と自分のアイデ�

ィアを確かめな�

がら考えること�

ができる。�

（3）�　�表現方法を工夫�し�て表す�

・自分のイメージをもと�に、これまでに経験�し�た表�し�方を�

生か�し�たり、新たな方法を考�えて表現する。�

　メインになる時計車の�まわりをク�レ�ヨンで塗り始めた。�

し�かも、色を重ねたり、�タイルのように色を並べてい�る。�

ク�レ�ヨンは低学年までの描材で�はなく、活用することを指�

（4）�　�絵のお話を書き�、鑑賞�し�合う�

・絵の話をカー�ド�に書き、自分の絵を紹�介�し�たり、友だち�

の絵のよいところを話�し�合ったりする。�

　時計の形を何にするかで�、発想が広がる子が多く見ら�れ�

た。これが、子どもたちの�発想を豊かに引き出�し�たポイン�

ト�となったと思う。不思議�な力を何にするかと問いかけ�れ�

ば、時計ということからタ�イムマシーンのようなもの�し�か�

思い浮かばなかったかも�し�れない。�

　どのように�し�たら子どもたちの発想を�広げることができ�

るか、見通�し�をもって手立てを考えるこ�とが大切であるこ�

とを改めて感�じ�た。�

（ながお　ひろかず）�

し�かも車のライ�

ト�の黄色を先に�

塗っている様子�

から、先のこと�

を考えて計画的�

に進めているこ�

とが分かる。�

価できる。�「いい�

方法を見つけた�

ね。初めて見た�

よ。すごいよ」�

と声を掛けた。�

　車についてい�

る時計が動くと、�

どこにでも行け�

ることを表�し�た�

かったので、画�

面をいくつにも�

分けていろいろ�

な所を走ってい�

る車を描いたの�

だと言う。画面の分け方がユ�ニークで、配色や色の塗り�方�

に工夫がある。車のボディは�、以前体験�し�た「に�じ�み」を�

使っており、�（3）�で紹介�し�たク�レ�ヨンの新たな活用も効果�的�

だ。私が考えも�し�なかった表現に出会うこ�とは、何よりも�

の喜びであり、称賛を超えた�価値あるものといえる。�

2．材料・用具�の�準備�

3．表現�の�プ�ロ�セ�ス�

4．実践�を�振�り�返�る�

1．題材�を�考�え�る�

ま�ほ�う�の�力�を�も�つ�時計�

いたが、�段々とアイディアが浮かん�できたようで、�「初めて�

見たよ。すごいよ」と声�を掛けた。�

「夢をつくる時計」�
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　本題材は、子どもの遊�ぶ姿から「きっと楽�し�くなる」予�

感をつかみ、つぶやきか�ら着想を得ている。�

①パズル遊びから教わっ�たこと�

　高学年が木工の活動後�に回収するさまざまな形の木�片を、�

低学年が再び引っぱり出�す。�「おっ、�これはカエルの足にな�

る」�、�「違うよ。こう見れば天使�の羽で�し�ょ」と自分なりの�

意味づけを�し�て遊ぶ。また、並べ方を�かえたり、友だちと�

部品を交換�し�たり�し�て「いいね、その形。も�う一つ違う部�

品を探そう」�と盛り上がる。�「３人で合体�し�たら、どんな形�

になるかな」�。�

　見立て遊びから始まっ�た木片の山はいつ�し�か素敵な造形�

となり、没頭する姿に題�材の可能性を感�じ�た。�

②「どうせ持ち帰っても�…」問題を解決�し�たい！�

　授業でつくりあげた作�品を大事そうに持ち帰る子は�多い。�

だが少なからず、真剣に�取り組んだ作品を見つめてこ�んな�

溜息を耳にする。家庭に�造形活動への理解を求める上�で、�

作品保管の配慮も重要で�ある。デジタルカメラで撮影�・印�

刷�し�たプリン�ト�という形で返却するこ�ともあるが、立体の�

もつ迫力を伝えつつ、コ�ンパク�ト�に保管する方法をこの題�

材に見出�し�た。�

　これらの期待と課題を�題材と�し�てつないだのは、2005年�

東京都現代美術館で開催�された「イサム・ノグチ展」�で出�

会った習作である。デッ�サンをもとに小さな原紙の部�品を�

何度も組み合わせ�（アルミやブロンズに鋳造す�るまで）�試行�

錯誤する作家の姿が、子�どもたちのあの楽�し�そうな様子と�

重なった。�

教材研究�
小　�学　�校�

（2）�　�材料・用具�

　杉板�（厚さ10～12㎜）�、電動糸のこ、きり、や�すり、紙や�

すり、工作用紙�（模型用・ものさ�し�用）�、チョーク、鉛筆、�

木�工�接�着�剤、木�工�用�絵�の�具、�（�だ�ぼ�用�：�ハ�ン�ド�ド�リ�ル、だ�

ぼ、丸棒�・�太さ６㎜）�

（3）�　�授業の展開�

①導入�（鑑賞）�　児童の実態や関心に応じ�たテーマで導入す�

る。試作の段階で話�し�合い、想像を広げる。�

　●昔の人ってスゴイ！　�組み木の工夫�（建築・家具）�

　●イサム・ノグチ「彫刻�のワークシー�ト�」より�

②工作用紙で１/４大の模�型をつくりながら、�どんな部品の�

形にするか考える。はさ�みで切りこみを入れれば、�連結�

部分を理解できる。�（ただ、�杉板の厚みによって直角�に組�

まれることを事前に確認�し�たい）�

（4）�　�活動の実際�

　杉板にチョークで部品�の形をかきこみつつ、作戦会�議を�

始める子どもたちのやり�とりは要点をついている。�

　�「最後にみんなで組み合�わせて大きく�し�ようよ」�、�「部品を�

　高学年になると、既習経�験をいか�し�て技能や表現方法を�

自分の思いや考えに合わせ�て選択できるようになる。そ�こ�

で個々が感�じ�、表�し�た差異を意図的に交流する場�をつくろ�

うと、授業者の私は進める�傾向があった。�し�か�し�、この題�

材で学んだことは「彼らが�この歳でも材料とじっくり向�き�

合い、その感触を心から楽�し�んでいる」�、そ�し�て�「友だちと�

その心地よさ�（快）�を共感�し�あう場を欲�し�ている」というこ�

とだった。それは今までの�体験の不足ではなく、高学年�ら�

し�く自分と向き合うために�必要な過程なのだと、彼らの�表�

情や作品から確信�し�ている。�

たくさんつくりたい�

ね」�、�「でも、こんな�

に小さな部品だと切�

りこみを入れられる�

かな？」�、�「長くて大�

きな部品に�し�ている�

の�は、ど�う�し�て�？」�、�

　もう一つ、展示方法でも�友だちとの見方を伝え合う喜�び�

（快）�を考えたい。展示作品�とは違う組み方を撮影�し�た画像�

を名札に添えるだけで、作�者と鑑賞者の見方はより多角�的�

になった。�「私がこの形に題名をつ�けるならね…」�と、楽�し�

い鑑賞は続いていく。� （おおびつ　�し�げたか）�

東京学芸大学附属世�田谷小学校　�大櫃　�重剛�

　かきつぎやだぼの組み�方を使って、板材を立体に表�現す�

る活動。形の組みかえを�楽�し�みながらつくる。�

（1）�　�学年・時間�

　第６学年・６時間�

2．題材�の�概要　�

1．楽�し�い�題材が生�ま�れ�る�瞬間�

③杉板の厚みと同じ幅の切�りこみの形を板にかく。�

④直角に切りやすいよう、�角にきりで穴をあける。�

⑤�電�動�糸�の�こ�で�て�い�ね�い�に�切�り�ぬ�く。�（�幅�広�く�切�り�す�ぎ�た�

ら、間伐材テープを内側�に貼って調節する）�

⑥やすりがけを�し�て、木材のよさを引き�出す。�

⑦部品をいろいろな形に組�みかえて遊んでみる。�

⑧木目の美�し�さを際だたせるように塗装�する。�（木工用絵の�

具で色の組み合わせを楽�し�むのもよい）�

「胴体みたいに真ん中を�大きくすれば、いろんな方向�に足�

をつけられそう」などと�発言�し�ている。�

　隣りでは工作用紙の模型�

と板の違いに気づき、�「板は�

分厚いから直角に�し�か組め�

ないんだ」�、�「紙だとペラペ�

ラだったけど、板を組んだ�

ら頑丈になって立った」な�

ど、構造や強度について発�

見する子もいる。�

　また、偶然に細長い部品�

を床に落と�し�て�し�まった子�

が、こうつぶやいていた。�

「この板、こんなに長いの�

にキ�レ�イに木の線でまっ二�

つになっちゃった。切り�方を変えなきゃダメだね」杉�板は�

柔らかく加工�し�やすい反面、木目に沿っ�て割れやすい欠点�

もあること、そ�し�て対処法を経験から学んだ場�面だった。�

さらに、組み方を理解する�

につれ、自分ら�し�い方法を�

工夫�し�始めチャ�レ�ンジする�

子も出てきた。�

　�「見て！　�こうすれば飛行�

機の翼みたいで�し�ょ」と、�

自信たっぷりに作品を友だ�

ちに紹介�し�ている。�

　この頃になると教室は杉�

の良い薫りで満たされて、�

木と真剣に向き合う表情で�

いっぱいになっていた。�

3．活動�に�内在す�る�共通�の�「快」　�強�く�て�や�さ�し�い�組�み�木パ�ズ�ル�
～�「何に見える？」�から広がる造形�と楽�し�い鑑賞～�

ものさし�→
�

「ここ、すべすべだよ。もうやめられなくなる」�

「ツルツルにするほどかわいくなってきた」�
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　この題材は、生活の身�辺から「白いもの」を見つけ�て持�

ち寄り、材料や場所の特�徴を基に思いついたことを表�す造�

形遊びである。高学年の�造形遊びでは、活動する場所�の様�

子が材料の使い方や組み�合わせで変わっていくよさや�おも�

し�ろさを味わいながら、試す工�夫を大切に�し�たい。子ども�

たちが集める白い材料は�、形や材質によってさわり心�地や�

透明感もさまざまだが、�「白さ」�も微妙に異なっている。異�

なった材料の組み合わせ�や同�じ�ものの重なり方でも白い色�

の見え方が変わるという�特徴がある。さらに、置く場�所の�

光や奥行き、広さによっ�ても色味が違って見えたり、�風で�

形や動きを変えたりする�。このように「白いもの」は�、活�

動する周囲の様子を素直�に映�し�出�し�、材料や場所の特徴が�

相まってできるさまざま�な可能性を目に見えて際だた�せる�

ことが期待できる。�

　それだけに、場所の特�徴とかかわりながら「白がつ�くる�

眺め」の微妙な印象の変�化に気づいて工夫するなど、�高学�

年の経験に培われた発想�や技能を働かせる造形活動が�望め�

る。ただ、こう�し�た活動では、場面ごとに試�される工夫が�

子ども一人ひとりの直感�的な操作の楽�し�さに終始�し�がちで�

ある。そこで、友だちの�感�じ�方と交わり、自分たちの�活動�

の意味を物語るように伝�えられることもねらいや評価�の観�

点に入れておきたい。�

　活動は、子どもたちが�「白」という色に注目�し�、暮ら�し�

に�あ�る�多�様�な�素�材�を�集�め�る�こ�と�か�ら�始�ま�る。�し�か�し�な�ぜ�

「白」に注目するのかと�いう喚起がなければ、この準�備の�

意味も薄れる。白い色の�世界に関心をもって生活を観�る目�

をもてるよう、白から連�想することを自由に出�し�たり、教�

科書や現代美術の白い作�品などを見ながら感想を話�し�合っ�

たり�し�た。白い色については「�現実味に欠けて空想の世界�

のような感�じ�」�「清い、神聖な感じ、威�厳のあるイメージ」�、�

教材研究�
小　�学　�校�

1．題材�の�主旨�と�ね�ら�い�

東京学芸大学附属小�金井小学校　�立川　�泰史�

「軽い、高いところに行く�感�じ�」�、また�「弱い、優�し�い、透�

明な感�じ�」に対�し�て「強い、何も寄せつ�けない感�じ�」など�

があった。簡単なやり取り�によって�「白から連想するもの」�

が�「雪、�雲、�羊」�などの具体物だけだった子ど�もにも、�「無、�

純粋、素直」などの抽象的�なイメージを語る子の言葉�が響�

いていたのが印象的だった�。�

（1）�　�活動のはじまり�

　実際に集まった材料は、�スチ�レ�ンの�ト�レ�ーや紙コップ、�

紙ひもや賞味期限の切れた�そうめんまでさまざまだっ�た。�

チームで活動する場所に目�星をつけたり、活動のとり�かか�

りにできそうなことを見つ�け合う。この場面では、あ�まり�

材料を中心に考え込まず、�率先�し�て見当をつけた場所へ材�

料を持ち出すほうがよいと�感�じ�た。特に、雨天などで�活動�

場所に選ぶ条件が限られる�場合には注意�し�たい。そこで教�

室内の活動と屋外の活動の�実際を紹介�し�たい。�

（2）�　�活動展開の実際�

〈教室内の活動〉�

　雨天のため決�し�て広くない教室内の活�動に限られた学級�

では、天井に通っているパ�イプから机や椅子、壁の突�起や�

床まで、上下左右に向かっ�て活動が展開�し�た。白い材料の�

組み合わせをいくつかつく�りながら場所を吟味するチ�ーム、�

初めから高い場所に魅力を�感�じ�て材料を選ぶチーム、�机の�

上に置いた椅子を柱につく�った白い屋根の下にもぐる�など、�

多様な取りかかりがあった�。どのチームも「まずやっ�てみ�

たこと」から次の操作を発�想�し�ている。発言力のある�子の�

「言葉の計画」が優先され�ても、メンバーの審美眼に�耐え�

なければ、次々と代案が検�討される様子は共通�し�ている。�

白布の屋根の下で透き通る�蛍光灯の光を楽�し�んでいたチー�

ムは、その透明感を生か�し�て床から天井まで広がる氷�山風�

景を思いついた。そこでは�不透明な白との組み合わせ�に関�

心を寄せていたのが興味深�い�（写真１、２）�。�

　紙皿を組み合わせて大き�な�ド�ームをつくったチーム�は、�

それを空中に持ち上げた�くなり、他のメンバーがつく�って�

いたハンモック状の雲に�乗せてみる。全く別に進んで�いた�

活動が突然合流するのも�活動の広がりを感じる出来事�であ�

る�（写真３）�。�

　また、窓辺を陣取った�チームは螺旋に切った帯紙で�白い�

雨を降らせた。�

〈屋外の活動〉�

　屋外で場所を十分に吟味�できた学級では、陽ざ�し�が照ら�

す白い色の変化や影の効果�などに注目�し�たチーム、紅梅の�

花とのコン�ト�ラス�ト�で白いものの魅力を効果的に�見せよう�

とするチーム、ジャングル�ジムなど、いつも使っている�遊�

（3）�　�伝え合う活動�

　活動はいずれも子どもら�し�い物語を通�し�て語られ、白や�

場所との関係のとらえが自�然に登場する。�「白の魅力は他の�

色やものと並んだときには�っきりする」という感想が大�き�

な共感をよび、�「白いものがたり」は幕を�閉�じ�た。�

（たちかわ　やす�し�）�

具を白いもので包んで影の�

眺めを楽�し�むチームがあっ�

た�（写真４）�。このような場�

面でも、白い色にもってい�

る印象が発想や感じ方に深�

く関係�し�ているように思え�

る。他では、枯れ枝に白い�

花実を咲かせて春を呼んだ�り、原色のベンチを白く�し�てダ�

イナミックな変化を味わっ�たり�し�ている。ベンチは綿雲で�

覆われ、白い紙や細いそう�めんの棒が林のように立ち並�ぶ。�

外光のせいで白い色味の幅�が広く、見る方向によって全�く�

違�う�印�象�に�な�る�こ�と�に�子�ど�も�た�ち�自�身�が�気�づ�い�て�い�る�（�写�

真５）�。�また、�大きな池に白いロープを�渡�し�、�白い箱をロケ�

ッ�ト�のように投げ合うチー�ムもあった。白いものが素早�く�

走る動きを水面に映�し�て楽�し�むという趣向である�（写真６）�。�

　最後にあげたいのは、ブ�ランコの支柱に白いシーツを�掛�

け�「笑顔で乗る」�といった参加型の表現で�ある。�「天にも昇�

る気持ち」�という物語だが、�体の表現と場所・材料の特徴�を�

組み合わせた即興的なアイ�ディアは、む�し�ろ高学年ら�し�い。�

2．活動�の�事前指導�と�準備�

3．授業�の�展開�と�活動�の�様子�

白いものがたり�

写真 1

写真 4

写真 5 写真 6

写真 2

写真 3
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　図画工�作科�では、学�習指導�

要領の�改訂�にとも�ない、目�標�

及び内�容の改�善が図�られ�た。�

鑑賞領�域に�おいて�は、言語�力�

の育成�に配慮す�ること�が改訂�

の要点と�し�てあげられ、�「話�し�

たり、�聞いたりする」�、�「話�し�合�

ったり�する」な�どの学�習活�動�

を位置づけることが示さ�れた。�

　また、�『学習指導要領解説図�

画工作科編』�「Ｂ鑑賞」�におい�

教材研究�
小　�学　�校�

1．新�し�い�学習指導要領�と�の�関連�

埼玉大学教育学部�附属小学校　�武田　�圭介�

て、各学年における指導�すべき事項が�「ア　�活動の対象や概�

要」�「イ　�活動の方法」と�し�て整理�し�て示された。具体的に�

中学年においては、�「ア　�自分たちの作品や身近な美術�作品�

や�製�作�の�過�程�な�ど�を�鑑�賞し�て�よ�さ�や�面�白�さ�を�感�じ�取�る�こ�

と」�、�「イ　�感�じ�たことや思ったことを話�し�たり、�友人と話�し�

合ったりするなど�し�て、いろいろな表�し�方や材料による感�

じ�の違いなどが分かること」と�示されている。�

　本題材はこの内容を受�け、言語活動を取り入れなが�ら、�

よさやおも�し�ろさを感�じ�取るようにするための鑑賞題�材と�

し�て位置づけている。�

2．本題材�の�ね�ら�い�（概要）�

　子どもたちは、材料と�触れ合い活用する中で、諸感�覚を�

働かせ、材料の形や色、�質感等の造形的な特徴に気づ�いて�

いく。多様な見方や感じ�方は、材料への理解を深め、�活動�

の幅を広げていく。�

　本題材は主に質感に着�目�し�、さわりごこちに焦点を�当て�

た鑑賞活動を行っていく�ことで、普段とは違う材料に�対す�

る見方や感�じ�方を養い、その理解を深�めていくことをねら�

いと�し�ている。�

　本題材は、さわった感じ�の違う材料を集め、それぞ�れの�

材料を台紙に貼ってみんな�で持ち寄り、�「さわりごこちコ�レ�

クション」をつくっていく�。そ�し�て、さまざまなさわりご�

こちの違いをさわって楽�し�みながら鑑賞�し�ていく題材であ�

る。�

　多様なさわりごこちの違�いに気づくことができるよ�うに、�

友だちとの交流を位置づけ�、互いのさわった感じのイ�メー�

ジを話�し�合いながら鑑賞活動を進�めていく。�

3．題材�の�概要�と�方法�

①多様なさわりごこ�ちの材料を集める�

　数週間前に活動を予告�し�、さわった感�じ�の違う材料を自�

分で集めるようにする。材�料集めは表現のきっかけと�なり、�

集めていく段階から発想や�構想の能力を育てることに�つな�

がっていく。材料は、朝の�会などを活用�し�て紹介�し�合う場�

を設けることで、さわった�感�じ�の違う多様な材料を集�めら�

れるように�し�ていく。�

②「さわりごこちコ�レ�クション」をつく�る�

　授業の導入では、集めた�材料を友だち同士でさわり�、ど�

んな感�じ�が�し�たかを伝え合う活動を行い�、発想や構想の能�

力を働かせるきっかけとす�る。�

　次に、集めた材料を種類�ごとに台紙に貼っていく。�台紙�

は10㎝×10㎝程度の色画用�紙を使用する。台紙の大き�さに�

入るように材料を切ったり�、並べたり�し�て貼りつける。材�

4．題材�の�展開�

料の表や裏、立体的�

なものについては、�

向きによってさわり�

ごこちが変わってく�

るので、ア�ピ�ール�し�

たいさわりごこちが�

より伝わるように、�

貼り方を工夫する。�

そうすることで、同�

じ�材料でも多面的な見方�がで�

きるようになる。また、�材料�

の色に合わせて、台紙の�色を�

選択できるように�し�、視覚的�

にも楽�し�める。�

　台紙の裏には、�「ざらざら」�

「つ�る�つ�る」�「ふ�わ�ふ�わ」な�

ど、自分の作品にさわっ�た感�

じ�を言語化�し�て記入�し�た「さ�

わりごこちカー�ド�」を貼らせ�

る。�

　つくった作品は、一つ�で�

きたら教室の中央に用意�し�

たテーブルに置き、誰も�が�

立ち寄って自由に鑑賞で�き�

るように�し�ておく。自然と�

子どもが集まり、さわっ�た�

感�じ�について話�し�始める。�

そのよさやおも�し�ろさを感�

じ�取ることができるよう�に�

する。そ�し�て、鑑賞�し�た作�

品をきっかけに、�

さらに発想が広が�

っていく。�

　こう�し�てできた�

作品を個々に数多�

くつくり、みんな�

で持ち寄り、�「さわ�

りごこちコ�レ�クシ�

ョン」をつくって�

いく。�

③「さわりごこち�コ�レ�クション」を友だ�ちと話�し�たり、話�

し�合ったり�し�ながら鑑賞する�

　�「�さ�わ�り�ご�こ�ち�コ�レ�ク�シ�ョ�ン」の�そ�れ�ぞ�れ�の�作�品�に�つ�い�

て、さわりごこちの違い�を味わう。同�じ�作品でも人によっ�

て感�じ�方はさまざまである。作�者の書いた「さわりごこち�

カー�ド�」を参考に�し�ながら、個々の感じ方を友�だちと話�し�、�

互いの感�じ�方について伝え合う。互いの�さわった感�じ�を確�

かめることにより、自分�が表現�し�たものが他者に鑑賞され�

る楽�し�みを味わうとともに、感じ�方の違いに気づくきっか�

けにする。�

　次に、似たさわ�

りごこちを集め、�

グループ化�し�てい�

く。グループをつ�

くる際、さわりご�

こちについて多様�

な意見の交流が生�

まれ、それは、子�

ども同士のかかわ�

りを生み出�し�、友�

だちとの対話から造形的な�思考を活性化させていくこと�に�

つながっていく。子どもた�ちは、さわりごこちを確かめ�な�

がら、ちょっと�し�た違いにも気づいてい�くことになる。�

　グループ分け�し�た「さわりごこちコ�レ�クション」は、違�

う班の友だちに見てもらい�、どのような観点でグループ�分�

けを行ったのかを推測させ�ていく。そうすることで、多�様�

な感�じ�方について理解を深めてい�くようにする。�

5．�お�わ�り�に�

　子どもたちのやりとりす�る場面に教師が立ち会い、表�し�

方や材料による感じの違い�への気づきを称賛�し�たり、発す�

る言葉を意味づけたりする�ことによって、子どもたちの�感�

覚をより高めることができ�る。�

　本題材を通�し�て、さわりごこちを中心�に、材料への見方�

を広げるとともに、互いの�感�じ�方の違いのおも�し�ろさを十�

分に味わわせることができ�るであろう。�

（たけだ　けいすけ）�

さ�わ�り�ご�こ�ち�を�楽�し�む�

「綿は、ふわふわした感じがするな」�

さわりごこちカード�

「チクチクする感じだけど、A君はざらざらと感じたの？」�

「この凸凹する感じと似ているのはどれかな？」�

「ふわふわコレクション」� 「つるつるコレクション」�
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　�「森が、街が、�図工室」�北海道教育大�

学附属旭川小学校�は、そんな言葉が似�

合う。外へ飛び出�す図工の学習が本校�

の教育課程にはた�くさんある。旭川は�

「彫刻の街」�。�６年生は屋外彫刻�を見に�

行く。５年生は冬�祭りの氷彫刻を。学�

校には「附小の森�」という雑木林があ�

り、そこでの造形�遊びもダイナミック�。�

日本一広いと言わ�れる敷地内に色とり�

どりのビニル袋や�テープが張り巡らさ�

れ、新聞紙が舞う�。担任する３年２組�

の子どもたちも外�に飛び出�し�ての活動�

は、ホン�ト�にいい顔を�し�ている。そ�し�

て実に「瑞々�し�い感性」だと思�う。�

　昨年７月、全道�造形教育研究大会旭�

じ�、�思いのままに表す。�街では美�し�さ・�

おも�し�ろさを求め、動き�回る。子ども�

の感性は自然に生�き、街に学び、地域�

に育てられている�とつくづく思う。�

　幸いにも旭川に�は、その瑞々�し�い感�

性を引き出�し�たいと日々願う図工�・美�

術教師、学芸員、�画家や造形作家がた�

くさんいる。旭川�市全体が「大きな図�

工室」と�し�て、豊かに育ってくれ�たら、�

なんて素敵だろう�。みんないっ�し�ょに�

「大きな図工室」�へ飛び出そう！　さ�

あ、今日は雪でい�っぱいつくろうか！�

（いずみ　だいご）�

川大会が開かれた。�旭川の画家、萩原�

常良先生の作品を鑑�賞する授業。旭川�

の冬の街並みを描い�た作品に子どもた�

ちは目をキラキラさ�せて見入っていた。�

最後に萩原先生のご�登場。子どもたち�

は先生とのお�し�ゃべりに夢中になっ�て�

いた。�

　秋の小学校の森で�は、はらわれた枝�

を�ト�ン�ト�ンギコギコ。�「そっちおさえて�

て！」�「ＯＫ！」�。�「うわー、�何だかわか�

らないものになって�きたぞ！」�「その方�

がおも�し�ろい�じ�ゃん！」お�し�ゃべりや�

会話といった�レ�ベルでなく、叫びに�近�

い声が飛び交う。�

　３年２組の子ども�たちはこの森で感�

大�き�な�図工室　�旭川�
北海道教育大学附属旭�川小学校　�泉　�大吾�

　私は、小学校で�通常の学級の担任を�

し�ています。�約30名もいれば、�いろい�

ろな子どもたちが�いて、毎日楽�し�い話�

題に事欠きません�。担当教科は全教科�

ですが、毎週の図�画工作の授業を楽�し�

みに�し�ています。図工の�授業づくりに�

は、心が弾みます�。�

　理由は、学校生�活の他の場面で、自�

信がなさそうに�し�ている子どもたちが�、�

図工の授業では、�生き生きと�し�て、い�

い笑顔になれるこ�とがあるからです。�

図工で子どもたち�が見せてくれる表情�

や姿は、子どもた�ちの自信につながり�、�

それは教師と�し�ての喜びでもあ�るから�

です。�

　出会った子ども�たちの中で、印象に�

別の支援と�し�て行いま�し�た。�

　制作途中や制作後の鑑賞タイムでは、�

級友が褒めてくれました。「元気賞だ�

ね」と周りの先生からもあたたかい声�

かけが。大事に大事に新聞紙にくるん�

で持ち帰った作品を、お母さんも喜ん�

でくださいました。Ａ君はすっかりご�

満悦。�

　Ａ君は図工が大好�き。認めてもらえ�

ると、自信につなが�ります。毎日を笑�

顔で過ごせます。�（ぬまた　のり�こ）�

残っているＡ君を紹�介�し�ます。低学年�

で担任�し�ま�し�た。�

　体育の�ド�ッジボールでは、�ボールが�

怖くてコー�ト�に入れず、隅で座り込�ん�

でいま�し�た。算数や国語のノ�ー�ト�の字�

は、やっと書いても�筆圧が弱い�し�、マ�

ス目に入っていなく�て読めません。学�

校は一度も休んでは�いませんが、ある�

時泣きながら登校�し�てきま�し�た。�「ティ�

ラ�ド�ンがでた…」よ�く聞くと、どうや�

ら昨晩の夢に出てき�た恐竜ら�し�い…。�

　そんな中でティラ�ド�ンは、図工のモ�

チーフと�し�ても登場�し�ます。表�し�たい�

ことはいっぱいある�ようなので、さら�

に具体的に引き出�し�、描画材料を扱い�

易いように配置する�などの工夫は、個�

自信�に�つ�な�が�る�図画工作�の�授業�を�
広島県東広島市立東�西条小学校　�沼田　�典子�

　新年度がスター�ト�すると、�「今年は何�

をつくろう」と生�徒の顔を見ながら考�

える。今回は「お�も�し�ろい顔」をテー�

マに、園芸用のや�し�皮素材を土台にさ�

まざまな自然材を�使って表現する題材�

を設定�し�てみた。�

　美術室に無造作�に置かれていた松ぼ�

っくりから始まり�、生徒たちは木の実、�

つる、貝殻、流木�、�し�ゅろ、藁、スス�

キなど、いろいろ�な材料を集めてきた。�

授業の度に種類や�数が増�し�た。蝉の脱�

殻を集めてきた生�徒のまわりでは、�「ど�

うやって使うのか�？」という談義で盛�

り上がる。生徒た�ちは材料を加工�し�た�

り、接着�し�たり、縫いつけたり�と各自�

介するなど�し�て支援指導�し�てきたが、�

何より生徒同士の関�わり合いが重要な�

一面であったと感じ�た。一人の表現が�

周りに響き、刺激と�なって新たな表現�

を呼び起こ�し�た。互いの表現を深�め、�

学級の高まりへとつ�ながっていった。�

また、生徒にとって�友だちの発言は、�

ヒン�ト�となり、自己表現に�不安をもっ�

ていた生徒にとって�は安心�し�て制作に�

立ち向かうきっかけ�となったのではな�

いだろうか。�

　今日も、�「次は、�この子たちにど�んな�

作品づくりをさせよ�うかな」そんなこ�

とを考えて授業に取�り組んでいる。�

（きくち　ひろこ）�

が“思い”をもち、こ�だわって制作を�

進めていった。広い美�術室をフルに使�

い、時間を忘れて制作�に没頭�し�た。発�

言も「どう�し�たらいいですか�？」では�

なく、技術的な面でも�、表現の面でも、�

「こう�し�たい」というものに�変わって�

いった。�

　美術の時間数削減と�なって以来、準�

備、片づけの時間を気�に�し�て、教材キ�

ッ�ト�に飛びついて�し�まいがちなのだ�が、�

所せま�し�と材料や道具が並ぶ�美術室で、�

生徒が材料集めから手�間ひまをかけ、�

試行錯誤を繰り返す過�程こそが大切な�

のだと実感�し�た。制作では、�技術を押�

さえつつ、表現方法や�生徒の学びを紹�

何�を�つ�く�ろ�う�？�

　初雪が降りま�し�た。昨日の夕方から�

ちらちらと小雪が�降ってはいま�し�たが、�

朝起きて窓を開け�ると一面真っ白な雪�

で覆われていま�し�た。子どもの頃は雪�

が積もると妙にう�れ�し�くなったもので�

す。�

　今では「車にチ�ェーンをつけなくて�

も大丈夫かな」と�か「早めに家を出な�

いとのろのろ運転�だろうな」とか、何�

でも仕事につなげ�て考えて�し�まい純粋�

に自然の美�し�さや偉大さを感じ�ること�

が少なくなって�し�まっているような気�

が�し�ます。果た�し�て子どもたちはどう�

で�し�ょうか。�

　ゲームには夢中�になる時間はあるけ�

れども、自然の音�や色を�じ�っくり見つ�

できた時に褒めてあ�げることを繰り返�

すうちに、子どもた�ちも変わってきま�

し�た。�

　子どもの実態によ�って、どういうや�

り方が効果的か、ま�たどんな教材に熱�

心に取り組めるのか�を我々教師が見極�

め、努力�し�ていかなければな�らないと�

感�じ�ます。今までの�教え込みだけのや�

り方だけでなく、＋�αを常の頭に入れ�

ながら子どもたちと�共に自分自身も変�

わっていっています�。�

　強制ではなく、自�主的に取り組める�

環境をつくっていく�ことで子どもたち�

の主体性が生まれ個�性が育つことを信�

じ�て、美術教育に力�を注いでいきたい�

と思っています。� （いで　のりこ）�

めたり感�じ�たりする時間はど�んどん減�

っているような気が�し�ます。そういう�

子どもたちにどうやっ�たら、どういう�

声かけを�し�たら感性や個性が�育つのか�

…。�

　この頃の美術の授業�では、今まで半�

強制的だった指示が「�無理�し�てやらな�

くてもいいよ」�「できればやっ�てきなさ�

い」という指示に変わ�ってきま�し�た。�

こういう優�し�い�（？）�声かけでも、昼�休�

みなると数人の子ども�たちが作品づく�

りにやってきます。�

　朝の会の前や昼休み�には、作品を持�

ってア�ド�バイスをもらいにや�ってきま�

す。忘れ物をする生徒�も少なくなりま�

し�た。丁寧にゆっくり�とやり方を教え、�

子�ど�も�と�と�も�に�

愛知県豊橋市立本郷�中学校　�菊池　�弘子�

佐賀県白石町立�白石中学校　�井手　�典子�

図�図�工�工�室�室� 美�美�術�術�室�室�
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　ケヤキ並木の美�し�い定禅寺通りに面�し�て建つスタイリッ�

シュな建物。�それがせんだいメディ�アテーク�（smt）�。�市民図�

書館など市民の憩いの場�と�し�て、さらに美術や映像文�化の�

活動拠点と�し�て、利用者も多い。本実�践は、そんな施設の�

特色�を�生�か�し�、smtとの�連�携�事業�の�一�環�と�し�て�仙�台市�立�木�

町通小学校６年生２クラ�スが行った取り組みである。�

○「子どもたちと�映画を見よう」�（2009年6月�）�

　７階スタジオシアター�での上映会に学年で参加�し�た。子�

ども向けの映画ではなく�、大人も子どもも一緒に共感�でき�

るような作品を鑑賞�し�た。その後�「映画って何？　�どうやっ�

てつくるの？」といった�疑問に答える形で学芸員の小�川直�

人氏に、�「映画のひみつ」�についてお話をいただいた。�実際�

のフィルムに興味津々で�さわる子どもたち。この出会�いを�

きっかけに、１組２組そ�れぞれの取り組みが始まるこ�とと�

なった。�

　技術・機材の提供、�講師の招聘をsmtが担当�し�、�木町通小�

学校にて出前授業が行わ�れた。�

○授業「映画監督�の仕事」�

　木�町�通�小�卒�業�生�の�日向寺�太�郎�氏�（�『火�垂�の�墓』�『誰�が�た�め�

に』�監督）�を迎えて、映画監督の仕事や�、映画の仕組みにつ�

いてお話を伺う。�「撮ることによって、よく見�ること」�につ�

いて学ぶ。�

○　�2組授業「映像作品�づくり　いつもの通�学路」�

　一人ひとりが、家から�学校までの通学路をビデオカ�メラ�

で撮影�（５秒×24カッ�ト�）�、自分だけの映像を撮る。そ�のあ�

と、日向寺監督も交え披�露試写会を行った。どの作品�から�

も、その子なりの目線や�感�じ�方が伝わってきた。�

地域�の�アー�ト� 第4回　�「子�ど�も�ア�ー�ト�オ�リ�ン�ピ�ッ�ク�」�
日本�ア�ー�ト�オ�リ�ン�ピ�ッ�ク�組織委員会事務局　�川島　�真紀雄�

　東北�造�形教�育�研�究大�会�で�smtの�オー�プ�ン�スク�エ�ア�を使�っ�

ての授業�（１組・担任伊藤信正）�が決定�し�た。機材・技術の�

提供�は�も�ちろ�ん�の�こと、授�業�づ�く�りの�段�階�から�smtの�学�芸�

員小川氏や白井浩氏に相談�にのっていただくこととな�った。�

○　�1組授業「映像表現っ�てどんなもの？」�

　smtで�映画�の�歴�史�や特�徴�に�つ�い�て学�ん�だ。コ�マ�撮り�ア�ニ�

メを作るために「館内探検�」を行い、主人公となる素�材を�

探�し�た。�

○　�1組授業「おどれ！　�ぼくらのイメージ」�

　東北大会当日はインフル�エンザのための学年閉鎖で�ワー�

クショップのみの実践とな�

ったが、後日、１階の広々�

と�し�たオープン・スクエア�

でコマ撮りアニメづくりの�

授業が行われた。椅子や展�

示用の台などに命を吹き込�

みながら、子どもたちは夢�

中になって活動�し�た。�

　映画『いつもの通学路』�とコマ撮りアニメ『おどれ�！ぼ�

くらのイメージ』について�は、全員の作品を収めた卒�業制�

作DVDを制�作中である。�その作業も、�もちろんsmtのご協力�

を得て進めている。�

　最先端の技術や情報を備�えた公共施設との連携とい�うと�

敷居�の�高�いも�の�と�考え�が�ち�だ�が、smtの�皆さ�ん�は�気さ�く�に、�

そ�し�て熱心に専門的な視点からさ�まざまなア�ド�バイスを�し�

て共同で活動を繰り広げて�くださった。美術・映像・�メデ�

ィアに関するすばら�し�い人材と技術を学校教育�の中で生か�

すためにも、今後も勇気を�もって、その門戸を叩いて�いき�

たい。� （やまざき　むつこ）�

1．�は�じ�め�に�

2．映像表現�と�の�出会�い�

3．映像作品�を�作�ろ�う�（7月）�

4．�コ�マ�撮�り�ア�ニ�メ�ー�シ�ョ�ン�を�作�ろ�う�（11月）�

5．�お�わ�り�に�

造形�ピ�ックアップ�

せ�ん�だ�い�メ�デ�ィ�ア�テ�ー�ク�と�の�取�り�組�み� 宮城県仙台市立木�町通小学校　�

　アー�ト�ｅラーニングセンター�では、昨年７月にアメリカ�

にある「国際子どもアー�ト�財団」から第４回アー�ト�オリン�

ピ�ック�（2009-2012）�日本組織の誘致を受けま�し�た。�以前に学�

校から個別応募を行い、�語学や経費等で苦労�し�た想いがあ�

りま�し�たので、日本組織委員会�を設立�し�て活動に協力する�

ことに�し�ま�し�た。�

　他教科では、算数やロ�ボッ�ト�など児童・生徒の能力や競�

い合いでオリンピックが�盛り上がっているようです。�し�か�

し�、この大会は�「Building Peace through Art and Sport」�、�

まず芸術とスポーツで平�和をつくろうと�し�ています。アー�

ト�オリン�ピ�ックの目的は、異文化間と宗�教間の寛容と協力�

のオリン�ピ�ック理想を促進することです�。そ�し�て、児童に�

は創造性を生涯持ち続け�ることを促�し�ています。�

1．日本�の�組織委員会設�立�に�つ�い�て�

　大会�本�部の�HP（�http://www.icaf.org/）�は、日�本語�で�も読�

めるようになっています。�前回世界で300万人も参�加�し�た大�

会ですが、日本からの参加�はごく僅かで�し�た。３月が締め�

切りです。是非皆さんの学�校から１枚作品を送っていた�だ�

きたいと念�じ�ています。� （かわ�し�ま　まきお）�

2．大会�の�ね�ら�い�に�つ�い�て� 3．参加�の�お�願�い�

「横浜版学�習指導要領　�指導資料編」�　�に�つ�い�て�

造形プラザ�

　横浜市では、�国の学習指導要領の内容�をふまえた上で�「横�

浜教育�ビ�ジョン」で示す“よこ�はまの子ども”の実現を目�

指�し�、各市立学校の創意によっ�てつくり出される教育活動�

の土台となる教育課程の�編成・運営・改善をサポー�ト�する�

「横浜版学習指導要領　�総則・総則解説」�「同教科等編」�（平�

成�21年�３�月�）�を�策�定し�て�い�ま�す。そ�れ�に�引�き�続�き、こ�の�度、�

さらに具体的なカリキュ�ラムや実践例等を盛り込んだ�「横�

浜版学習指導要領　指導�資料編」が策定されることに�なり�

ま�し�た。�

　この指導資料編�（図画工作科・美術科）�の最大の特徴は、�

各学校のカリキュラム編�成及び、カリキュラムマネジ�メン�

1．横浜版学習指導要領�と�は�
ト�を支援するツールと�し�て、図画工作科・美術科�の小中一�

貫ベースカリキュラムを示�し�た点です。図工�（94題材）�・美�

術�（�25題�材�）�の�全�て�の�年�間�題�材�配�列�を�一�つ�の�表�に�ま�と�め�た�

「９年間の題材配列」�、�各学年の題材配列と題材ご�との学習�

活動の内容等を示�し�た�「各学年の年間題材配列」�、各題材の�

詳細な内容をＡ４サイズに�コンパク�ト�にまとめた「年間指�

導計画�（題材カー�ド�）�」により構成されています。�付録のＣ�

Ｄに納められているベース�カリキュラムのデータを活用�し�、�

各学校のカリキュラムにア�レ�ンジすることもできます。�ま�

た、ＣＤには、第３章に掲�載の指導事例の授業映像と資�料、�

実際の授業に役立つ展示の�仕方や掲示物の工夫のポイン�ト�

などもデジタルコンテンツ�と�し�て納められています。�

　全国的にも注目されてい�る�「横浜版学習指導要領」�。横浜�

市以外の教育委員会や教職�員も必携の手引書となるで�し�ょ�

う。�

2．図工・美術の全題材�を�網羅！�

ひ�ゅ�う�が�じ�

大会HP：�
http://www5f.biglobe.ne.jp/̃eLearning/Olympiad1.html

第３回子どもフェティバル（World Children’s Festival ）大会HPより�


